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名称 仙台城本丸跡出土ガラス製品

ふりがな せんだいじょうほんまるあとしゅつどがらすせいひん

員数 474点

時代 江戸時代初期（17世紀前半）

所在地 仙台市宮城野区高砂2-22-1（向田文化財整理収蔵室）

所有者（占有者） 仙台市

性質・形状
大きさ
重量・構造

ガラス製品
エナメル彩杯（グラス）、鉢（ボウル）状の容器、ゴブレット等の破片

現状 仙台市教育委員会が保管

由来・証拠・伝説
又は作者と伝来

　本資料は仙台城本丸跡の北壁石垣解体修復工事に伴う発掘調査（平成9年
（1997）〜平成16年（2004））で出土したガラス製品である。いずれも北壁石垣北東部
から出土し、点数は474点に及び、個体数は30以上と推測される。寛文8年（1668）の
地震で崩落したⅡ期石垣を修復して築かれたⅢ期石垣の北東部基部を築く整地層
から392点（83％）が出土した。

説明

　本資料は仙台城本丸跡の発掘調査で出土したガラス製品474点からなる。
　これらの資料は、寛文8年（1668）の地震で被害のあった石垣の修復に伴う、石垣前
面の整地層から出土している。いずれも破片であることから、本丸で使用・管理されて
いたものが地震により破損し、一括で廃棄されたと考えられ、少なくとも寛文8年
（1668）以前に搬入されたものといえる。本丸は伊達政宗の没後である寛永16 年
（1639）以降に使用が減少することから、入手された時期は政宗存命時に遡る可能性
も指摘されている（関根 2023）。
　また、国内で近世初期までのヨーロッパ産ガラス製容器が出土した遺跡は少なく、
その中でも仙台城本丸跡からの出土点数は全国で最多を誇る（関根2023）。エナメ
ル彩を施した杯、鉢状の容器、ゴブレット等の器形を含み、ブルー、グリーン、アン
バー（琥珀色）といった豊富な色彩が認められるなど、一括資料として、数量規模、器
形・色彩の多様さにおいて類例がなく貴重である。
　蛍光X線分析により、単色で構成されるガラスは主にソーダ石灰ガラスと判定され、
着色剤としてドイツ•エルツ山地のシュネーベルク鉱山由来と考えられるコバルトや、
中東産と一致する砂の成分が検出されている。一方でエナメル彩ガラスの基材となる
透明のガラスはカリ成分の多い木灰ガラスであり、15〜17世紀の中央ヨーロッパのガ
ラス生産技術と一致することから、本資料は海外に製作の起源を持ち、原材料の複
雑な交易や多様な生産拠点を経て仙台藩にもたらされたものである可能性が指摘さ
れている（Lau,C.S.Y et al. 2025）。
　以上から、本資料は近世初期における、ヨーロッパから仙台藩への物流の歴史を語
る上で重要であるとともに、伊達家の海外文化への関心を窺わせる点において、非
常に高い価値を有するものといえる。
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